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ウルサン市ってどんなまち？
　韓国南東部に位置するウルサン市は、自動車や造船、
石油化学などの産業が集積する韓国最大の工業都市です。

近年は、水素エネルギーやAI
関連産業にも力を入れ、さら
なる発展を続けています。
　都市庭園や世界遺産「バン
グチョンの岩刻画」など、豊
かな自然や文化遺産にも恵ま
れていて、産業と自然が調和
した魅力あふれる都市です。

＼ウルサン市の魅力が集まる２日間！／

韓国・ウルサンフェア
　交流協定締結20周年を記念し、「韓国・ウルサン
フェア」を開催します。
　韓国食品などの販売、文化体験のほか、
ウルサン市のブレイキンチーム「C

カ イ

AY 
C
ク ル ー

REW」によるダンスパフォーマンスな
ど、韓国やウルサン市の魅力を体感でき
るイベントです。

●日時　
・９月19日（土）

10時～17時半
・９月20日（日）

10時～17時

●場所　
　�イオンモール新潟亀田インター
（江南区下早通柳田１）

新潟市の姉妹・友好都市を知っていますか？
今回は、交流協定締結20周年を迎えた韓国・ウル
サン市の魅力や交流を紹介します。
■問 国際課（☎025-226-1671）

新潟市とウルサン市との交流
　新潟市とウルサン市は、2002年FIFAワールドカップ日韓共催
大会の開催都市に選ばれたことをきっかけに、少年サッカー交流
や文化団の相互訪問などの交流が始まりました。2006年９月21
日に交流協定を締結。以来、青少年交流や文化団の公演、市民団
体の相互訪問など、さまざまな分野で交流を続けています。

▲ウルサン市を流れる代表的な川 太和江(テファガン)

国際交流員
が紹介！

▲国際交流員　ウォンさん

■ウルサン市
人口：1,121,987人（2025年）
面積：1062.8㎢

姉妹・友好都市を知ろう！②連　載

交流協定締結20周年！韓国・ウルサン市
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９月はがん征圧月間
定期的に検診を受けましょう

　日本人の死因第１位は「がん」です。発見が遅れ
ると生存率は大幅に下がります=下グラフ=。年
１回を目安にがん検診を受けて、早期発見と適
切な治療につなげましょう。

●受診方法　
　新潟市ホームページを確認するか、健康増進課
または区役所健康福祉課に問い合わせてください。
就労している人は職場に確認してください。
■問 健康増進課（☎025-212-8162） 

10/４日　ピンクリボンホリデー
　乳がんへの関心や検診の受診率を高めるための講演や脳・血管年齢の
測定などのイベントが開催されます。　
※詳しくは同イベントホームページ=右=に掲載
●時間　13時～16時20分
●場所　新潟日報メディアシップ（中央区万代３）
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健康・医療

５年生存率 

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「院内がん登録生存率集計」2015年診断

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮頸がん 乳がん

39.2％
24.7％17.2％8.0％6.2％

95.2％93.2％83.2％74.3％82.0％

■ 早 期 発 見
■ 進行後発見

９月は新潟市自殺対策推進月間
守ろう大切な命

　昨年の新潟市の自殺者数は126人で、多くの人が亡くなっています。
　さまざまな問題を抱えて１人で悩むと、解決の糸口が見えなくなること
があります。つらいときは、専門の窓口に相談しましょう。
　周囲の人のいつもと違う様子に気付いたら、声を掛け、話を聞くことが
大切です。
■問 こころの健康センター（☎025-232-5551）

健康・医療

くらしとこころの総合相談会
　弁護士、保健師、薬剤師、心の健康に関する相談員らが、心の健康や
借金などの相談に対応します。
■総合福祉会館(中央区八千代１)
●日時　９月18日（金）10時半～19時半
●申し込み　９月17日（木）までに電話で同センター
　　　　　　（☎025-232-5570）
■オンライン(Z

ズ ー ム

oom)
●日時　９月29日（火）17時半～20時半
●申し込み　９月22日（火）までに市ホームページから申し込み
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自殺のサインの例
・気分が沈み、不眠が続く
・お酒の量が増える
・身体の不調が長引く　など
私たちにできること
・いつもと違う様子に気付いたら声を掛ける
・相手の話を聞き、温かい態度で接する
・早めに相談窓口へつなぐ　など


